
忠
義
の
一

族

だ
ひ
ろ
）

「
吉
弘
氏」

吉
弘
氏
は
大
友
田
原
氏
の

庶
流
で
あ
り、

鎌
倉
時
代
か
ら
大
友
氏
に
仕
え

て
い
た
武
士
の
一

族
で
あ
る
。

大
友
初
代
の
大
友
能
直
（
よ
し
な
お）

の
子
・

泰
広
（
や
す
ひ
ろ
）

が
田
原
氏
の
祖
と
な
っ

た
。

そ
の
曾
孫
で
あ
る
貞
広
（
さ

の
弟
「
田
原
正
賢
（
ま
さ
た
か
）
」

が
南
北
朝
時
代
に
武
功
を
立
て、

武
蔵
郷
に
貰
っ

た
領
地
の
「
吉
広」

に
ち
な
ん
で
「
吉
弘
正
賢
（
法
名
は
正
堅・

吉
弘
川
（
武
蔵
川
支
流
）

の
上
流
に
は
勇
壮
な
「
吉
弘
楽
」

を
行
っ

て
い

る
楽
庭
（
が
く
に
わ
）

八
幡
宮
が
あ
る
。

正
賢
が
戦
勝
と
五
穀
豊
穣
を
祈
願
し

た
の
が
始
ま
り
と
言
わ
れ
て
い
る
。

ま
た、

正
賢
は
吉
広
城
を
築
き、

そ
の
山

麓
に
永
泰
寺
を
建
立
し
た
（
開
山
に
は、

悟
庵
禅
師
を
招
い
た
）
。

永
泰
寺
は

吉
弘
氏
の
菩
提
寺
と
な
り、

今
も
吉
弘
氏
累
代
の
位
牌
が
祀
ら
れ
て
い
る
。

戦
国
時
代
の

親
信
（
ち
か
の
ぶ
）

の

代
に、

都
甲
（
と
ご
う）

地
域
に
本

拠
を
遷
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

重
臣
と
し
て
大
友
家
を
支
え
続
け
た
忠
義
の

一

族
で
あ
る、

都
甲
に
入
部
し
た
吉
弘
氏
は、

屋
山
の
麓
に
寛
城
（
か
け
い
じ
ょ

う）

を
築
き
平
時
の
居
館
と
し、

有
事
の
際
は
屋
山
城
を
詰
城
に
し
て
い
た
。

吉
弘
氏
は
大
友
家
の
忠
臣
と
し
て、

誉
れ
高
い
一

族
で
あ
る
。

吉
弘
氏
直
（
う

じ
な
お）

は、

天
文
三
年
(
-

五
三
四）

の
勢
場
ヶ

原
（
せ
い
ば
が
は
る
）

の

戦
い
で
大
内
軍
の
猛
攻
に
よ
り
全
身
に
矢
を
受
け、

壮
絶
な
最
期
を
遂
げ
た
。

せ
い
け
ん
）
」

と
名
持
っ

た
こ
と
が
始
ま
り
で
あ
る

系
図
を
添
付）
。

（
最
終
頁
に
吉
弘
氏
の
略

佐

藤

浩

に
つ
い
て

吉
弘
鑑
理
（
あ
き
た
だ
）

は、

立
花
道
雪
（
戸
次
鑑
連
）
・

臼
杵
鑑
速
と
と

も
に
大
友
家
の
「
三
老
」

と
言
わ
れ、

そ
の
生
涯
の
ほ
と
ん
ど
を
合
戦
に
費
や

し
た
。

鑑
理
の
子
供
で
あ
る
鎮
信
（
し
げ
の
ぶ
）
・

鎮
理
（
し
げ
た
だ
・

後
の

高
橋
紹
運
）
、

さ
ら
に
は
孫
の
統
幸
（
む
ね
ゆ
き
）

が
大
友
家
に
忠
義
を
尽
く

し
て、

い
ず
れ
も
壮
絶
な
最
期
を
遂
げ
て
い
る
。

ま
た、

関
ヶ

原
の
戦
い
で
西

軍
に
つ
き
改
易
さ
れ
る
が、

旧
領
の
柳
川
を
与
え
ら
れ
た
立
花
宗
茂
（
た
ち
ば

な
む
ね
し
げ
）

は
吉
弘
鎖
理
（
高
橋
紹
運）

の
子
供
で
あ
る
。

吉
弘
家
当
主
と
し
て
有
名
な
人
物
は、

吉
弘
鑑
理
・

鎮
信
・

統
幸
の
直
系

の
三
代
で
あ
る
。

人
物
の
詳
細
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

【
吉
弘
鑑
理
（
よ
し
ひ
ろ
あ
き
た
だ
•

あ
き
ま
さ
）

？

＼

亀一
一

年
(
-

Ji
七
一
）

？
】

豊
州
三

老
と
称
さ
れ
る
吉
弘
鑑
理
は、

国
東
郡
屋
山
城
主
と
し
て
大
友
宗

麟
の
申
次
職
（
も
う
し
つ
ぎ
し
ょ

く
）

を
つ
と
め、

弘
治――一

年
(
-

五
五
七
）

十
一

月
か
ら
元
亀
二

年
(
-

五
七
一
）

頃
ま
で
宗
麟
の
加
判
衆
と
し
て
活
躍
す

る。

玖
珠
郡
・

肥
前
国
の
「
方
分」

に
も
抜
擢
さ
れ
て
い
る
。

大
友
家
重
臣
と

し
て
の
吉
弘
家
の
礎
を
築
い
た
人
物
で
あ
る
。

生
涯
の
ほ
と
ん
ど
を
合
戦
に
費

や
し
て
お
り、

肥
後
・

豊
前
の
各
地
を
転
戦
し
た
。
）

永
禄
十
二
年
(
-

五
六
九
）

に
は、

筑
前
多
々
良
浜
の
戦
い
で
は
吉
川
元
春・

小
早
川
隆
景
率
い
る
毛
利
軍
を
破
っ

て
い
る
。

そ
の
後、

毛
利
軍
は
中
国
地
方

の
情
勢
悪
化
も
あ
り
九
州
北
部
か
ら
撤
退
し
た
。

大
き
な
戦
功
を
立
て
た
鑑
理

は
元
亀
二

年
(
-

五
七
一
）

頃、

病
死
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

赤
神
諒
氏
の
小
説
「
大
友
二

階
崩
れ
」

で
は、

吉
弘
鑑
理
が
主
人
公
で
あ
る
。
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大
友
家
二
十
代
当
主
・

大
友
義
鑑
の
後
継
者
争
い
の
内
紛。

二
十
一

代
当
主
・

大
友
義
鎮
（
宗
麟）

派
と
そ
の
弟
塩
市
丸
派
の
間
に
起
っ

た
事
件
に
忠
義
で
苦

悩
す
る
吉
弘
鑑
理
を
描
い
て
い
る。

こ
の
小
説
に
は
副
主
人
公
と
し
て、

実
在

の
確
証
は
な
い
が、

鑑
理
の
弟
と
し
て
鑑
広
（
あ
き
ひ
ろ
）

と
言
う
人
物
を
登

場
さ
せ
て
い
る
。

鑑
理
の
父
氏
直
は
若
く
し
て
（
一

説
に
は
十
九
歳）

戦
死
し
た
の
で、

鑑
理

に
は
い
た
と
し
て
も
極
少
数
の
兄
弟
姉
妹
し
か
い
な
か
っ

た
と
推
測
で
き
る
。

吉
弘
家
は、

四
百
年
以
上
前
に
滅
ん
だ
大
友
家
の
家
臣
の
た
め
残
っ

て
い
る
資

料
が
少
な
い
の
が
実
情
で
あ
る。

鑑
理
に
は、

弟
が
い
た
と
い
う
説
も
あ
る
と

の
こ
と
で
あ
る
。

大
分
県
宇
佐
風
土
記
の
丘
歴
史
資
料
館
発
行
の
「
豊
後
国
都

の
大
友
吉
弘
氏
系
図
（
抄
出）

に
は、

鑑
理
の
兄
弟
と
し
て
「
右
馬

甲
荘
ー
」

頭」

と
い
う
人
物
が
記
さ
れ
て
い
る
。

鑑
理
の
弟
が
実
在
し
た
か
否
か、

解
明

さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

鑑
理
の
活
躍
は
大
友
義
鎮
（
宗
麟）

の
時
代
に
な
っ

て
か
ら
が
穎
著
で
あ
る。

重
臣
と
し
て
登
用
さ
れ
て
お
り、

二
階
崩
れ
の
変
は
不
明
な
部
分
も
多
々
あ
り

資
料
で
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
が、

鑑
理
が
大
友
義
鎮
（
宗
麟）

側
に
深
く
関

与
し
て
い
た
の
で
は
と
推
測
し
て
い
る
。

【
吉
弘
鎮
信
（
よ
し
ひ
ろ
し
げ
の
ぶ
）

天
文
十
三
年
（
二

i
四
四）

＼

天
文
六
年
（
一

丘
七
八
）
】

毛
利
軍
と
戦
っ

た
門
司
城
の
戦
い
な
ど
で
戦
功
を
あ
げ
た
。

長
安
寺
の
別

当
を
努
め、

天
念
寺
の
大
般
若
経
を
再
興
す
る
な
ど、

六
郷
満
山
寺
院
の
興
隆

戦
い
に
お
い
て
討
ち
死
に
し
た
。

金
宗
院
に
墓、

長
安
寺
に
供
養
塔
が
建
っ

て

い
る
。

【
吉
弘
続
幸
（
よ
し
ひ
ろ
む
ね
ゆ
き
）

吉
弘
統
幸
は
主
君
へ
の
忠
義
と
石
垣
原
合
戦
で
の
奮
戦
が
現
在
も
称
え
ら
れ

て
い
る
戦
国
武
将
で
あ
る
。

天
正
六
年
(
-

五
七
八
）、

大
友
氏
と
島
津
氏
は

九
州
の
覇
権
を
か
け
て
「
耳
川
の
戦
い
」

で
激
突
し
た
。

こ
の
戦
い
で
大
友
氏

は
惨
敗
し、

統
幸
の
父
•

吉
弘
鎮
信
も
討
ち
死
に
し
た
。

統
幸
は
大
友
家
を
支
え
る
た
め、

若
干
十
五
歳
で
吉
弘
家
の

家
督
を
相
続

し
た
。

耳
川
の
戦
い
で
の
敗
戦
に
よ
り
不
安
定
と
な
っ

た
大
友
領
内
の
守
り
を

固
め
る
た
め、

任
さ
れ
た
屋
山
城
の
整
備
を
行
っ

た
。

そ
の
後、

数
多
く
の
合

戦
で
武
功
を
重
ね
た
。

槍
の
名
手
と
し
て
知
ら
れ、

朝
鮮
出
兵
の
際
に
は、

豊

臣
秀
吉
か
ら
「
皆
朱
の
槍」
を
賜
っ

た
と
伝
え
ら
れ
る
ほ
ど
の
戦
い
ぶ
り
で
あ
っ

た
。

そ
の
後、

主
君
・

大
友
義
統
が
朝
鮮
出
兵
で
の

不
手
際
か
ら
豊
臣
秀
吉
の

怒
り
に
触
れ
改
易
と
な
っ

た
た
め、

統
幸
は
都
甲
の
領
地
を
失
っ

た
。

し
か
し、

武
将
と
し
て
の
能
力
を
買
わ
れ、

中
津
の
黒
田
官
兵
衛
に
招
か
れ
た
。

こ
の
時

期
に、

関
係
を
深
め
た
黒
田
家
臣
•

井
上
九
郎
右
衛
門
に
は
恩
義
を
感
じ
て
い

に
尽
く
し
た
。

永
禄
六
年
(
-

Ji
六一―-
)

ー

慶
長
五
年
（
一

六
0
0)
】

一

五
七
八
年、

大
友
軍
と
島
津
軍
が
日
向
で
激
突
し
た
耳
川
の
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た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

井
上
九
郎
右
衛
門
は、

後
に
石
垣
原
の
戦
い
で
の
一

騎

打
ち
の
相
手
武
将
で
あ
る。

そ
の
後
は、

柳
川
の
領
主
で
従
兄
弟
の
立
花
宗
茂

に
二
千
石
の
待
遇
で
仕
え
た
。

豊
臣
秀
吉
が
亡
く
な
り、

天
下
は
秀
吉
の

子
・

秀
頼
を
立
て
る
西
軍
と
徳

川
家
康
を
中
心
と
す
る
東
軍
に
二

分
さ
れ、

幽
閉
さ
れ
て
い
た
大
友
義
統
は

解
放
さ
れ
た
。

庇
護
さ
れ
て
い
た
西
軍
の
総
大
将
・

毛
利
輝
元
に
豊
後
一

国

を
拝
領
す
る
条
件
で
西
箪
に
つ
く
約
束
を
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。

慶
長
五
年

（
一

六
0
0)、

関
ヶ

原
の
戦
い
が
起
こ
る
と
立
花
家
は
西
軍
に
つ
く
こ
と
を
表

明
し
た
。

統
幸
は
大
友
家
の
当
主・
大
友
義
乗
が
徳
川
家
に
仕
え
て
い
た
た
め、

大
友
家
の
旧
恩
に
酬
い
る
た
め
立
花
家
に
暇
を
願
い
出
て
義
乗
の
元
へ

向
か
っ

た
。

そ
の
道
中
で、

大
友
家
の
再
興
を
願
う
前
当
主
・

大
友
義
統
と
出
会
う。

義
乗
の
こ
と
も
あ
り、

義
統
に
東
軍
に
つ
く
こ
と
を
進
言
す
る
が、

聞
き
入
れ

ら
れ
な
か
っ

た
。

統
幸
は
東
軍
に
つ
く
方
が
有
利
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
が、

忠
義
か
ら
義
統
に
従
い
西
軍
に
つ
く
こ
と
に
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る。

か
つ
て
の
主
君
・

大
友
義
統
に
従
っ

て
別
府
の
石
垣
原
で
黒
田
官
兵
衛
•

細

川
忠
興
軍
と
激
戦
を
繰
り
広
げ
た
が、

次
第
に
劣
勢
と
な
り、

か
つ
て
の
主
君・

義
統
に
別
れ
を
告
げ、

残
り
の
手
勢―
二
十
余
騎
で
突
撃、

七
つ
石
で
旧
知
の
黒

田
家
臣
•

井
上
九
郎
右
衛
門
と
の
一

騎
打
ち
の
末、

壮
絶
な
最
期
を
遂
げ
た
と

言
わ
れ
て
い
る。

旧
知
の
井
上
九
郎
右
衛
門
に
功
を
挙
げ
る
た
め、

又、

部
下

の
命
を
救
う
た
め
自
刃
し
て
討
た
れ
た
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
る。

忠
義
を
重
ん

じ
た
生
き
方
は、

敵
味
方
問
わ
ず
称
え
ら
れ、

細
川
家
は
戦
場
の
傍
ら
の
石
殿

を
建
て、

黒
田
家
の
記
録
に
は
「
真
の
武
士
」

と
紹
介
さ
れ
る
ほ
ど
で
あ
っ

た
。

統
幸
は、

石
垣
原
の
戦
い
前
夜
に
「
明
日
は
誰
が
草
の
屍
や
照
ら
す
ら
ん

い
る
。

石
垣
西】

石
垣
原
の
今
日
の
月
影」

と
い
う
辞
世
を
残
し
て
い
る
。

吉
弘
統
幸
の
墓
と
伝
わ
る
も
の
は、

豊
後
高
田
市
の
「
金
宗
院
跡
」

と
別

府
市
の
「
吉
弘
神
社」

に
立
っ

て
い
る
。

ま
た、

位
牌
は、

別
府
市
の
「
臨
済

宗
•

太
平
山
宝
泉
寺」

に
祀
ら
れ
て
い
る
。

金
宗
院
は
禅
寺
で
永
享
八
年
(
-

四
三
六
）

の
開
基
と
言
わ
れ、

大
友
氏

の
重
臣
で
屋
山
城
主
で
あ
っ

た
吉
弘
氏
の
菩
提
寺
と
し
て
栄
え
た
。

吉
弘
統
幸
は、

石
垣
原
の
戦
い
で
壮
絶
な
最
期
を
遂
げ
た
が、

当
時
の
金
宗
院

住
職
が、

ひ
そ
か
に
統
幸
の
首
級
を
持
ち
帰
り、

寺
内
に
葬
り
弔
っ

た
と
伝
え

ら
れ
て
い
る。

統
幸
の
墓
は、

統
幸
が
弔
わ
れ
た
そ
の
地
に
立
っ

て
い
る。

ま

た、

そ
の
隣
あ
る
国
東
塔
は、

統
幸
の
父
で
あ
る
吉
弘
鎖
信
の
も
の
と
さ
れ
て

現
在、

寺
は
無
住
と
な
り、

寺
屋
は
崩
壊
し、

金
宗
院
の
名
前
が
残
る
の
み

に
な
っ

て
い
た
が、

古
弘
氏
の
子
孫
や
地
区
の
住
民
に
よ
り
供
養
塔
が
建
て
ら

れ、

金
宗
院
跡
と
し
て
遺
さ
れ
て
い
る
。

な
お、

統
幸
の
墓
は
盗
難
に
遭
い、

現
在
は
復
元
し
た
も
の
が
祀
ら
れ
て
い
る。

【
吉
弘
神
社
（
よ
し
ひ
ろ
じ
ん
じ
ゃ
）
・

別
府
市

吉
弘
統
幸
を
祀
る
神
社
で
あ
る。

統
幸
は
石
垣
原
の
戦
い
で
壮
絶
な
最
期
を

遂
げ
た
。

そ
の
統
幸
を
近
く
の
宝
泉
寺
の
住
職
が
村
人
と
相
談
し
た
う
え
で、

【
金
宗
院
（
き
ん
そ
う
い
ん
）

跡
・

豊
後
高
田
市

松
r
"】
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石
碑
を
建
て
て
手
厚
く
葬
り、

置
し
て、
そ
の
菩
提
を
弔
っ

て
い
た
。

大
正
十
一

年
（
一

九
二
二
）、

地
域
の
人
々

の
手
に
よ
り、

墓
所
の
前
に
一

間
社
流
造
（
い
つ

け
ん
や
し
ろ
り
ゅ
う
づ
く
り）

の
本
殿
と
入
母
屋
造
裳
階
（
も
こ
し
）

付
の
拝
殿
が
建
立
さ
れ、

吉
弘
神
社
と

名
付
け
ら
れ
た
。
神
社
裏
の
森
林
中
に
あ
る
墓
地
に、

高
さ
一

八
五
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
の
板
碑
型
の
墓
碑
が
あ
る
。

こ
れ
は
吉
弘
統
幸
の
墓
と
言
わ
れ
て
い
る
。

【
臨
済
宗

一

株
の
松
を
募
の
側
に
植
え、

位
牌
を
寺
に
安

宝
泉
寺
（
ほ
う
せ
ん
じ
）
・

別
府
巾

吉
弘
統
幸
の
位
牌
を
祀
る
寺
で
あ
る
。

石
垣
原
の
戦
い
で
壮
絶
な
最
期
を
遂

げ
た
統
幸
を
当
時
の
住
職
が
村
人
と
相
談
の
う
え
で、

手
厚
く
葬
っ

た
。

位
牌

は
当
寺
へ

祀
り、

菩
提
を
弔
っ

て
い
る
。

戒
名
「
統
雲
院
殿
傑
勝
運
英
大
居
士
」

「
賣
泉
寺
縁
起」

に、

「
此
墓
側
に
下
馬
松
あ
り」

と
の
記
述
が
あ
る
。

下
馬
の
松
は
宝
泉
寺
の
僧
が
統
幸
公
の
屍
を
葬
っ

た
際、

太
平
山

そ
の
忠
烈
を
後
に
伝

え
ん
が
為
に、

そ
の
墓
側
に
一

株
の
松
を
植
え
た
。

年
を
経
る
に
従
い
そ
の
松

は
枝
を
垂
れ、

往
来
の
人
は
皆
馬
を
下
り
礼
拝
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

当

初
の
松
は
枯
れ
て
し
ま
い、

現
在
の
も
の
は
後
に
植
え
た
松
で
あ
る
。

江
戸
時
代
の
儒
学
者
・

貝
原
益
軒
は
筑
前
黒
田
家
に
仕
え
「
黒
田
家
譜」

を

偏
し
た
。

そ
の
中
で
吉
弘
統
幸
公
を
礼
讃
し
「
吉
弘
が
如
き
真
の
武
士
は
古
今

類
い
な
き
事
な
り」

と
絶
賛
し
て
い
る
。

豊
後
の
三
賢
人
と
言
わ
れ
る
三
浦
梅
園
も
「
石
垣
原
夜
雨」

と
い
う
漢
詩
で

石
煩
西】

・

大
分
歴
史
事
典
（
大
分
放
送）

・

戦
国
九
州
三
国
志
（
学
習
研
究
社）

・

豊
後
大
友
物
語
（
大
分
合
同
新
聞
社）

•

吉
弘
神
社
由
緒

・

大
友
二
階
崩
れ
（
赤
紳
諒

著）

＾

参
考
文
献
・

参
考
資
料
＞

・

豊
後
国
都
甲
荘
l
（
大
分
県
立
宇
佐
風
土
記
の
丘
歴
史
民
俗
資
料
館）
）

・

伝
え
た
い
！
豊
後
高
田
の
先
人
た
ち
（
豊
後
高
田
市
教
育
委
員
会）

•

吉
弘
統
幸
（
大
分
県
豊
後
高
田
市）

・

豊
後
高
田
の
城
跡
（
ぶ
ん
ご
た
か
だ
文
化
財
ラ
イ
ブ
ラ
リ
l
v
o
1
)

・

ウ
ィ

キ
ペ
デ
ィ
ア

古
弘
統
幸
公
へ
の
敬
慕
を
詠
ん
で
い
る
。

- 2 2 -



く吉弘氏の略系図＞

（吉弘氏初代）

、ヽ

ー各m省代5
 

（
 

1

-
―
-

1

1

 

⑦

I 

-------------

,-------'------"j 

i吉弘右馬頭i
!-------------」

鎮理）

※吉弘家は大友田原氏の庶流である。 大友氏初代の大友能直の子「泰広」が田原氏の祖と
なった。 その曾孫である「貞広」の弟である「田原正賢」が南北朝時代に武功を立て、

武蔵郷に貰った領地「吉広」にちなんで「吉弘正賢」と名乗ったことに始まる。

※この系図は大分県宇佐風土記の丘歴史民俗資料館発行「豊後国都甲荘 l 」 （乙咋政巳氏）
の「大友吉弘氏系図（抄出）」を参考に、 加筆・省略したものです。
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